
溝
状
遺
構

溝
状
遺
構

溝
状
遺
構

新 Ａ 地 区

Ａ 地 区 新 Ａ 地 区

浅間山Ａ水田

浅間山Ａ水田

畠跡

畠跡

湿

　
地

旧

　
早

　
川

湿　地

谷

谷

湿　地

谷

畠跡

畠
跡

溝状遺構 旧
早
川

縄文１号土坑

縄文１号埋設土器

谷

谷

溝状遺構

溝状遺構

小角田前遺跡
（上武道路分） Ｃ地区

　小角田前遺跡

Ｄ地区
小角田前遺跡

Ｅ地区
水久保遺跡

湿　地

谷

Ｉ地区
水久保Ⅳ遺跡 Ｈ地区　水久保Ⅲ遺跡

Ｆ地区　水久保Ⅱ遺跡

Ｂ地区　小角田下遺跡

Ａ地区－歌舞妓遺跡

新Ａ地区－歌舞妓遺跡

Ｂ地区－小角田下遺跡

Ｃ地区－小角田前遺跡

Ｄ地区－小角田前遺跡

Ｅ地区－水久保遺跡

Ｆ地区－水久保Ⅱ遺跡

Ｇ地区－鼠塚遺跡

Ｈ地区－水久保Ⅲ遺跡

Ｉ地区－水久保Ⅳ遺跡

Ｇ地区　鼠塚遺跡

Ａ地区　新Ａ地区　
歌舞妓遺跡

歌舞伎遺跡
　(上武道路分）

旧

　
早

　
川

溝
状
遺
構

溝
状
遺
構

溝
状
遺
構

新 Ａ 地 区

Ａ 地 区 新 Ａ 地 区

浅間山Ａ水田

浅間山Ａ水田

畠跡

畠跡

湿

　
地

旧

　
早

　
川

湿　地

谷

谷

湿　地

谷

畠跡

畠
跡

溝状遺構 旧
早
川

縄文１号土坑

縄文１号埋設土器

谷

谷

溝状遺構

溝状遺構

小角田前遺跡
（上武道路分） Ｃ地区

　小角田前遺跡

Ｄ地区
小角田前遺跡

Ｅ地区
水久保遺跡

湿　地

谷

Ｉ地区
水久保Ⅳ遺跡 Ｈ地区　水久保Ⅲ遺跡

Ｆ地区　水久保Ⅱ遺跡

Ｂ地区　小角田下遺跡

Ａ地区－歌舞妓遺跡

新Ａ地区－歌舞妓遺跡

Ｂ地区－小角田下遺跡

Ｃ地区－小角田前遺跡

Ｄ地区－小角田前遺跡

Ｅ地区－水久保遺跡

Ｆ地区－水久保Ⅱ遺跡

Ｇ地区－鼠塚遺跡

Ｈ地区－水久保Ⅲ遺跡

Ｉ地区－水久保Ⅳ遺跡

Ｇ地区　鼠塚遺跡

Ａ地区　新Ａ地区　
歌舞妓遺跡

歌舞伎遺跡
　(上武道路分）

旧

　
早

　
川

Ａ４-4Ｃ　観音

ਫٱอҨ跡͔Βݕ出͞Εͨڊେな۷ཱ柱ݐ෺跡　	๺੢͔Β


ਫٱอҨ跡の̕ੈޙل൒の住居
跡͔Β出土ͨ͠ઢ

ͤΜ͜く

土੡๰ࠁ
΅う͍͢͠Ό

਴ं
「໼ాऺ人ଈ˘໼ాެࢠ˘Ӊ˘」

Վ෣ْҨ跡の住居跡ݕ出ঢ়گ（্が๺）
ɾ Լは東෢ҏ੎࡚ઢ世良ాӺ。
ɾ ӈ上はࠃಓ1�߸όΠύε（上෢ಓ࿏）。

ݹ
͜

੉
ͤ

ށ
ͱ

ਫ
͍͢

ణ
ͯき

（لੈ��）
໌֬な中世以߱の遺ߏはݕ出されてい
ないが、एׯの中世の遺物が出土して
いる。

૏௩Ҩ跡͔Βݕ出͞Εͨલ方ޙԁ෿（্が๺）
主࣠長��̼、̒世紀後半。ਫాのԼから出現した古墳であ
り、墳ٰは࡟平され平ୱであった。h 上ໟ古墳૰ཡ （ɦ1���年）
にࡌهされている「世良ాଜ�1߸墳（૏௩）」とࢥわれる。

খ֯ాલҨ跡の住居跡ݕ出ঢ়گ（๺͔Β）
　　　　　　　ख前がࠃಓ1�߸όΠύε

（上෢ಓ࿏）。

খ֯ాԼҨ跡͔Β出土ͨ͠๽
΅く͠ΐ

ॻ土器（��ੈل）
˞ʰ࿨໊類ᡉঞ （ɦ平安時代中ࠒ）にある৽ాڷ̒܊のう
ちの「୶؁」は、「たこう」とされ、現在も「高尾」の地
໊があり、高尾の地を「୶ڷ؁」にあてるઆがある。

　尾島工業団地遺跡は、ଠాࢢ世
せ ら だ

良ాொɾখ
こ

֯
ずみ

ా
だ

ொにॴ在し、ૣ઒とੴ
ా઒のؒにҐஔするԭ

ちΎう

ੵ
せき

地
ち

をڬ
はさ

んだෳ਺の台地上にཱ地します。1���年
から1��5年にかけて尾島工業団地の଄成に൐い、尾島ொڭҕと県ا業ہ
から成る尾島工業団地遺跡ௐࠪ団がൃ۷ௐࠪしました。ௐࠪ໘ੵは、
1�IBにٴびます。遺跡は、台地ごとにՎ෣ْ遺跡ɾখ֯ాԼ
遺跡ɾখ֯ా前遺跡ɾਫٱอ遺跡ɾਫٱอᶘ遺跡ɾਫٱอ
ᶙ遺跡ɾਫٱอᶚ遺跡ɾ૏௩遺跡なͲに分かれます。ݕ出
された主な遺ߏは、ೄ文時代の土

Ͳ

޵
こう

̐基、古墳時代の୦
たて

݀
あな

住
͡Ύう

居
きΐ

跡
あと

ɾ古墳３基(前方後ԁ墳̍基ɾԁ墳̎基)ɾݢ��6
߽
ごう

଒
ͧく

居
きΐ

ؗ
かん

跡
あと

̍Օॴ、奈良時代の୦݀住居跡1ݢ��、平安
時代の୦݀住居跡15ݢ�、古墳時代から平安時代の۷

΄っ

ཱ
たて

ப
͹しら

ݐ
たて

物
もの

6�౩、時期ෆ໌の୦݀住居跡15ݢ�の΄か
ఱ໌３年(1���)のઙ̖ؒܰੴに෴

おお

われたށߐ時代の
ਫా、ૣ઒のچ流࿏も֬ೝされています。

　୦݀住居は、出土した土器の年代分ੳにより、
古墳時代前期の̐世紀から平安時代の11世紀にか
けてܧଓతにӦまれていることが൑໌しました。

ඌౡஂۀ޻஍Ҩ跡の֓ཁ

ඌ
͓

ౡ
͡ ·

޻
͜ ͏

ۀ
͗ΐ͏

ஂ
ͩ Μ

஍
ͪ

Ҩ
͍

跡
ͤ ͖

歌
か ぶ き

舞妓遺
い

跡
せき

・小
こ

角
ずみ

田
だ

下
しも

遺
い

跡
せき

・小
こ

角
ずみ

田
だ

前
まえ

遺
い

跡
せき

・水
みず

久
く ぼ

保遺
い

跡
せき

水
みず

久
く ぼ

保Ⅱ
に

遺
い

跡
せき

・水
みず

久
く ぼ

保Ⅲ
さん

遺
い

跡
せき

・水
みず

久
く ぼ

保Ⅳ
よん

遺
い

跡
せき

・鼠
ねずみ

塚
づか

遺
い

跡
せき

湿　地

谷

旧
早
川

旧
早
川

旧
早
川

…５世紀後半

…６世紀初頭

߽଒居ؗ跡の੢ลのງ出土土器܈（̑ੈޙل൒）

߽଒居ؗ跡の੢ลのງ出土土器܈（̒ੈلલ൒）߽଒居ؗ跡の੢ลのງ跡（্が๺）

　古墳時代の߽଒居ؗ跡は、ೆଆの୩、๺
東ଆのૣچ઒、๺੢ଆの࣪地という自વ地
形をར用し、台地を分அするように̎本の
。形状をしています֯ޒを۷り、平໘形はߔ
模は、ೆن ล໿105 （̼୩）、東ล໿60 、（ߔ̼）
๺東ล໿110̼（ૣچ઒流࿏）、๺੢ล໿�0
̼（࣪地）、੢ล໿�0̼（ߔ）です。
　੢ลのߔは、ࡉ長い台地中ԝ部の最もڱ
い৔ॴを、東੢に分அするように۷られた、
ுり出し部を持つ௚ઢ部໿�0̼のߔです。
๺ଆ部分において台地縁ล部にԊうよう
に、๺東方޲にಷ֯にۂがり、だんだんઙ
くなり、໿�0̼ઌの࣪地ࡍでนの֬ೝがで
きなくなります。ن模は、෯໿̼̐、ਂさ
໿̼̍であり、̍ճ۷り௚しが֬ೝできま
した。居ؗ跡の時期は、ߔからの出土遺物
と土૚அ໘の状گから、̑世紀後半と̒世
紀ॳ಄の̎時期が૝ఆできます。

古墳時代の߽଒居ؗ跡

0 50N

ਫٱอҨ跡͔Βݕ出ͨ͠ݹ෿࣌୅の߽଒居ؗ跡のுΓ出͠෦	๺੢͔Β


世良田駅

上
　武
　　道
　　　路

ଠాڭࢢҭҕһձ　文化ࡒ՝
˟ പ઒ொࢢഅ県ଠా܈　��0�0��5 5�0
5&-�0��6��0��0�0  '"9�0��6�5��60�0

ҹ࡮　平成 �� 年݄̎

　　　　壺　　　　　　　　　　　　甕
坏　　　　　坏　　　　高坏　　　 坏　　　　  坩
　　　　　　　　　　　坏　　　　　  ミニチュア土器　坏
坏　　　　　坏　　　　　　　　   坏

　　　　 甑　　　　　　　　　　　 甕
坏　　　　　　　坏　　　 高坏　　　　　　　 高坏
　　　　坏　　　　 坏　　　　　 坏　　　　　坏

໼ 

ా

໼ ా

ऺ 

ਓ

ଈ 

˘

ࢠ ެ

˘ 

Ӊ

˘



Ａ４-4Ｃ　観音

˔ʵ炉、カマド

˔ʵ柱穴

˔ʵஷଂ穴

３世紀後半
古墳時代 飛鳥時代

250年 300年 350年 400年 450年 500年 550年 600年 650年４世紀前半 ４世紀後半 ５世紀前半 ５世紀後半 ６世紀前半 ６世紀後半 ７世紀前半

７世紀後半650年 700年 750年 800年 850年 900年 950年 1000年 1050年８世紀前半 ８世紀後半 ９世紀前半 ９世紀後半 10世紀前半 10世紀後半 11世紀前半

土器の移り変わり

住居跡の移り変わり

※煮炊きは炉

※平面の形が長方形へ ※住居内の柱穴がなくなる ※カマドは、住居の外へ

※４本の柱跡 ※カマドの出現

飛鳥時代 奈良時代 平安時代

　ここに並べた土器は、当時の人々の生
活にかかせないものでした。土器には、
その時代の特色が色濃く反映されていま
す。土器の形は、現在の自動車が何年か
ごとにモデルチェンジをするように、時
代によって少しずつ変化していきます。
土器の形の変化を、年代順に並べること
を編年といいます。これは遺跡を研究す
る上での基本となるものです。
　ここでは、尾島工業団地遺跡から出土
した土器を、50年ごとにまとめてみまし
た。古墳時代前期の３世紀後半から平安
時代後期の11世紀前半の16期に分類しま
した。土器の形の変わるところが分かり
ますか。特徴は、次のとおりです。
３世�紀後半　弥生時代の特徴を持つ土器

と古墳時代の土器である台付甕が出
現し、両者が混在します。

４世�紀前半　弥生系の土器が姿を消し、
土師器のみとなり、甕は口縁部のＳ
字状の台付甕が主流となります。

５世�紀前半　台付甕が姿を消し、甕は胴の
上部がふくらんだものが主流になります。

５世�紀後半　須恵器が出現します。また、
住居にはカマドが使用されるように
なります。（以前は炉を使用。）

６世�紀前半　坏は須恵器坏の蓋を模倣した
坏が現れます。甕は胴が長くなります。

７世�紀前半　模倣坏が少なくなり、口縁
部が内湾する坏が出現します。甕の
長胴化はピークをむかえます。

７世紀後半　甕は頸部のくびれがやや意
識されるようになり、胴部の最大径
が上部に移り、器高が低くなります。
坏は、須恵器模倣坏から半球型の銅
鋺模倣坏となります。

８世�紀後半　甕の口縁部が「く」の字状
になります。

９世�紀前半　坏は平底となり、甕の口縁
部は、「コ」の字状になります。

９世�紀後半　灰釉陶器が持ち込まれるよ
うになります。

10世�紀前半　土師器の坏が減少し、軟弱
な須恵器類が主流を占めます。煮炊
き具は、鉄釜を真似た羽釜や土釜に
変わっていきます。

 【参　考】

土
は じ

師�器
き

－弥生時代の系統を引き、文様の簡
素化が進んだ赤褐色の素焼きの土器。

須
す え

恵�器
き

－朝鮮半島から渡来した技術で焼か
れた青灰色の土器。ロクロ整形、登り
窯で焼成。

灰
かいゆう

釉�陶
とう

器
き

－奈良時代後半から平安時代にか
けて猿投窯(愛知県)を中心として東海
地方全域にわたって焼かれた、植物灰
を原料とした釉をかけて高火度で焼成
した陶器。

　 　 　 　 甕（カメ）　 　 　 台付甕（ダイツキガメ）
壺（ツボ）　 　 　 　 　 　 甕 　 　 ミニチュア土器 　 壺

　　 　 　 　 　 甑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
坏 　 　  坏 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高盤（タカバン）
　 　 　 　 　 　 　 　 坏 　 　

高 坏
　  須恵器蓋坏

　 　 　 　 　 甕 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
　 　 　  坏 　 　 　 　 　 　 　 甑 　 　 　 　 　 　 　 須恵器坏
坏　　　　　　　　坏　　　　　　　　　　　　　　　　　　須恵器坏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
　 　 坏 　　　　　須恵器坏　　　　　　　　　　須恵器蓋坏
坏　　　　　　　　坏　　　　　　須恵器坏

　 　 台 付 甕 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
坏 　 　 　 　 　 　 　 　 　 坏 　　　　　　　高台付埦（コウダイツキワン）
　　　　　  坏　　　　　　　須恵器坏　　　　　須恵器坏蓋

 須恵器高台付埦　　須恵器高台付埦　　　　　甕　　　　　埦
須恵器坏蓋　　　　須恵器坏　　　　　 須恵器坏　　　 　　灰釉陶器埦
　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 　  坏 　 　  

　　　　　　　　　　羽釜（ハガマ）　　　　　土釜（ドガマ）
　　　　高台付埦　　　　　　　高台付埦
須恵器坏　　　　　　須恵器坏　　　　　　　　　　　高台付埦

器台（キダイ）　   埦（ワン）　  台付甕
　 　 　 　 坩（カン）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 埦

　 　 　 　 　 　 　 壺 　 　 　 　 　 　 　 台 付 甕
　 高坏（タカツキ）鉢（ハチ）　 　  坩 　 　 　 　 　 　 　 坩

　 　 　 　 高 坏 　 　 　 　 　 　 壺 　 　 　 　 　 　 　 甕
　 坩 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 坏
　 　 　 坏（ツキ）　 　 　 　 　  坏 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　  は そ う

　 　 　 　 　 　 壺 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕 　 　 須恵器高坏
高 坏 　 　 　 　 坏 　 　 　  甑（コシキ）　 須恵器蓋坏　　 　須恵器坏 　
　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 　 　 坏  

　 　 　 　 甑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
壺 　 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 須恵器高坏　　　　　須恵器高坏 
　 　 　 　 坏 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 須恵器坏　　　　須恵器坏 

　 　 　 　 　 　 　 羽 釜 　 　 　 　 　 土 釜  
坏 　 　 　 　 　 　  　 灰釉陶器埦　　　　　　　　灰釉陶器埦

　 　 　 　 　 　 　 甑 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
高 坏 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鉢 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 坏

　 　 　 　 　 甑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 甕
坏 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 　 坏 　 　 　 　 　 坏

　 　 　 　 　  羽 釜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  羽 釜
高台付埦　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  坏




